


こ
の
物
語
は
、
筆
者
の
豊
橋
市
立
羽
田
中
学
校
時
代
の
思
い
出
を
も
と
に

  

書
か
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。



数
年
後
、あ
る
集
ま
り
で
豊
橋
へ
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
の
、東
京
以
外
の
地
に
初
め
て

住
む
と
い
う
社
員
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。私
が
当
地
出
身
と
自
己
紹
介
す
る
と
、彼
が
、

「
豊
橋
と
い
う
町
は
、
他よ

そ所
者も
の
を
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
排
他
的
な
土
地
柄
ら
し

い
で
す
ね
」

と
不
安
げ
に
た
ず
ね
て
き
た
。
意
外
な
言
葉
に
思
わ
ず

「
こ
の
町
は
旧
東
海
道
時
代
か
ら
交
通
の
要
所
で
、
頻
繁
な
人
の
出
入
り
が
当
た
り
前
の
土

地
柄
で
す
の
で
他よ

そ所
か
ら
の
移
住
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
き
た
町
だ
と
、
私
は
信
じ
て
い

ま
す
。
何
故
、 

そ
う
思
わ
れ
る
の
で
す
か
」

郷
土
愛
む
き
出
し
で
応
え
た
。

「
同
僚
に
、
子
供
の
頃
に
一
家
で
他
の
町
か
ら
こ
の
地
へ
移
り
住
ん
だ
者
が
い
る
の
で
す

が
、
二
十
年
以
上
経
っ
た
現
在
も
、
家
族
が
近
所
か
ら
『
旅
の
人
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
嘆

い
て
い
ま
し
た
」

5 はじめに

大
学
入
学
以
降
、
故
郷
を
離
れ
各
地
を
転
々
。
現
在
、
横
浜
に
住
ん
で
い
る
。
幸
い
な
こ

と
に
定
年
退
職
後
、
名
古
屋
、
浜
松
、
静
岡
へ
定
期
的
に
通
う
仕
事
を
依
頼
さ
れ
、
故
郷
豊

橋
へ
帰
る
機
会
が
増
え
た
。
半
世
紀
に
及
ぶ
長
き
不
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
友
人
、
知
人
た

ち
が
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
、
交
流
が
復
活
。
ま
た
、
新
し
い
人
々
と
も
知
り
合
う
こ
と

が
出
来
、
も
は
や
故
郷
で
の
時
間
は
第
二
の
人
生
を
生
き
て
い
く
う
え
で
か
け
が
え
の
な
い

心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
故
郷
は
あ
り
が
た
き
か
な
」
で
あ
る
。

三
十
年
ほ
ど
前
、
多
く
の
企
業
が
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
進
め
る
な
か
、
ド
イ
ツ
を
代
表

す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
日
本
法
人
が
本
社
を
東
京
か
ら
豊
橋
へ

移
し
、
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。
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